
content.

 ２ 甘楽町発足60周年記念式典開催 12 いざというときのために　災害に備えよう

 ４ 有功者表彰・総合表彰・60周年記念特別表彰 15 国体で４位入賞!!　競歩・外所さん

 ６ カウントダウン記念写真 18 教育のひろば　福島幼稚園の取り組み

10 展覧会「木工藝  人間国宝  須田賢司の仕事」 20 町のわだい　輝く！甘楽中生の活躍
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キラッとかんら安心のまち

子どもたちが誇りに思える町に　子どもたちが誇りに思える町に　
町発足60周年記念式典開催（関連記事は２ページ）町発足60周年記念式典開催（関連記事は２ページ）



甘
楽
町
発
足

甘
楽
町
発
足

6060
周
年
記
念
式
典
開
催

周
年
記
念
式
典
開
催

来賓・関係者の皆さん

 甘楽中生徒による人文字「かんら」の空撮映像も
上映

発
足
60
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
11

月
４
日（
月
・
振
休
）、
町
文
化
会
館

で
多
く
の
来
賓
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
表

彰
受
賞
者
、
関
係
者
な
ど
約
４
５
０
人
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
会
場
入
口
で
は
、
か
ん
ら
太
鼓「
楽

鼓
」の
演
奏
で
来
場
者
を
歓
迎
し
、
式
典
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
町
民
な
ど
60
組
の

皆
さ
ん
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
記
念
写

真（
関
連
記
事
は
６
〜
９
ペ
ー
ジ
）の
映
像

を
上
映
し
ま
し
た
。

　

茂
原
荘
一
町
長
は
式
辞
の
中
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し
、「
今
を

生
き
る
私
た
ち
が
、令
和
の
中
で
も
キ
ラ
ッ

と
輝
く
よ
う
、
確
実
な
歩
み
を
積
み
上
げ
、

こ
の
町
を
愛
し
、
甘
楽
町
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
、
そ
し
て
住
ん
で
良
か
っ
た
と
い

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
功
績
を
た
た
え

ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
４
ペ
ー
ジ
）ま
た
、

来
賓
の
方
々
か
ら
温
か
い
お
祝
い
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
の
後
半
に
は
、

森
平
仁
志
副
町
長
が「
甘
楽
町
発
足
60
周

年
宣
言
」を
朗
読
し
、
万
歳
三
唱
で
締
め
く

く
り
、
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
甘

楽
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
息
の
合
っ
た

演
奏
が
披
露
さ
れ
、
式
典
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

「本式典は、今日までのあゆみを顧
み、決意新たに先人たちの偉業を受け継
ぎ、さらに発展させながら、次世代を担
う子どもたちが誇りに思えるまちづくり
の契機とする」と述べる茂原町長

町

～感謝・信頼と連帯・夢～

キラッと輝くまちづくり
町政の動き
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甘楽町発足60周年宣言

　わたくしたちは、町発足60周年
を新たな飛躍の年と位置付け、先人
の労苦と業績に感謝するとともに、
今を生きるわたくしたちが手と手
を取り合い、「小さな町でも光り輝
き、町民が等しく安心して暮らせる
まち、未来に夢と希望がつながるま
ち」をつくりあげていきます。

　

甘
楽
町
、
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル

タ
ル
ド
市
、
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市

教
育
局
の「
友
好
交
流
の
促
進
に

関
す
る
覚
書
締
結
式
」が
11
月
5

日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
３
市
町
の
友
好
交
流

関
係
を
確
認
し
、
今
後
よ
り
一
層

の
相
互
理
解
の
推
進
と
友
情
が
深

ま
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
再
確
認
し
た
も
の
で
す
。
互
い

に
手
を
取
り
合
い
、
有
意
義
な
交

流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
３
市

町
で
誓
い
ま
し
た
。

友
好
交
流
を
促
進

友
好
交
流
を
促
進

町
発
足

町
発
足
6060
周
年
を
契
機
に

周
年
を
契
機
に

60周年記念式典における寄贈品

 

東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国

ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国
の
ロ
ド
リ
ゴ・コ
ロ
ネ
ル

駐
日
特
命
全
権
大
使

出
席
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱

国歌を演奏する甘楽中吹奏楽部

友
好
都
市　

東
京
都
北
区
の
花
川
與
惣
太
区
長

※ 記念式典開催に伴い、ニカラグア共和国、姉妹都市イタリア・チェルタル
ド市、友好交流都市中国・ハルビン市教育局から役職者が来町し、町へ記
念品を寄贈していただきました。

左
か
ら
ジ
ャ
ー
コ
モ
・
ク
チ
ー
ニ
市
長
、

茂
原
荘
一
町
長
、
王 

長
文
教
育
局
長

絵画全４点　

ニカラグア大使館 イタリア
チェルタルド市

中国
ハルビン市教育局

甘楽町をオマージュ
したオブジェ　

発展・繁栄の願いと慶び
の気持ちを込めた縁起物

 町発足60周年記念事業 未来に向かって未来に向かって
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令
和
元
年
度
の
有
功
者
・
総
合
表
彰
者
・
60
周
年
記
念
特
別
表
彰
者

の
表
彰
式
が
町
発
足
60
周
年
記
念
式
典
で
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が

そ
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

 

総
合
表
彰

 
有
功
者
表
彰

໐
長
谷
川
儀
平 

さ
ん（
小
幡
）

（
町
議
会
議
員
12
年
、
区
長

２
年
、
消
防
団
正
副
分
団
長

４
年
ほ
か
）

໐
栁
澤
清
次 

さ
ん（
善
慶
寺
）

（
町
議
会
議
員
12
年
、
社
会

教
育
委
員
４
年
ほ
か
）

໐
佐
俣
勝
彦 

さ
ん（
白
倉
）

（
町
議
会
議
員
8
年
、
区
長

２
年
ほ
か
）

໐
江
原
榮
和 

さ
ん（
金
井
）

（
町
議
会
議
員
8
年
、
社
会

教
育
委
員
２
年
ほ
か
）

໐
新
井
良
一 

さ
ん（
福
島
）

（
町
議
会
議
員
8
年
、
区
長

２
年
ほ
か
）

໐
久
保
喜
由 

さ
ん（
白
倉
）

（
消
防
団
長
２
年
、区
長
２
年
、

調
停
委
員
16
年
ほ
か
）

代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

佐
俣
さ
ん

有
功
者
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん
（
右
か
ら

佐
俣
さ
ん
、
栁
澤
さ
ん
、
江
原
さ
ん
、

長
谷
川
さ
ん
、
新
井
さ
ん
、
久
保
さ
ん
）

໐
高
橋
秀
雄 

さ
ん（
小
川
）

（
区
長
２
年
、選
挙
管
理
委
員
６
年
）

໐
山
田
利
和 

さ
ん（
福
島
）

（
監
査
委
員
８
年
７
月
）

໐
浅
香　

要 

さ
ん（
富
岡
市
）

（
消
防
団
員
15
年
）

໐
金
澤
知
幸 

さ
ん（
白
倉
）

（
消
防
団
員
15
年
）

໐
橳
島
直
也 

さ
ん（
福
島
）

（
消
防
団
員
15
年
）

໐
髙
橋
利
子 

さ
ん（
小
幡
）

（
保
護
司
９
年
）

໐
嶋
田
光
一 

さ
ん（
福
島
）

（
国
保
運
営
協
議
会
委
員
７
年
10
月
、

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
５
年
10

月
、
環
境
保
健
支
部
長
２
年
）

໐
新
井
順
子 

さ
ん（
金
井
）

（
調
停
委
員
９
年
）

総
合
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

　

町
の
政
治
、
経
済
、
教
育
、

文
化
、
福
祉
そ
の
他
の
分
野
に

お
い
て
、
功
績
顕
著
と
認
め
ら

れ
る
人
、
ま
た
は
町
の
名
誉
を

高
め
、
も
し
く
は
町
民
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
行
為
が
あ
っ

た
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

公
職
や
関
係
機
関
の
役
員
な
ど

で
、一
定
年
数
以
上
の
期
間
在
職
し
、

功
労
顕
著
な
人
を
表
彰
し
ま
す
。

　

広
く
町
民
の
模
範
と
な
る
人
を

表
彰
し
、
地
方
自
治
、
産
業
お
よ

び
教
育
文
化
の
振
興
な
ら
び
に
民

生
の
安
定
を
図
り
、
町
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

有
功
者
表
彰
・
総
合
表
彰

60
周
年
記
念
特
別
表
彰

✿ 

自
治
功
労
表
彰

✿ 

民
生
功
労
表
彰

町政の動き
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60
周
年
記
念
特
別
表
彰

໐
株
式
会
社
柴
田
合
成（
小
幡
）

（
柴
田
教
育
基
金
へ
寄
付
）

໐
株
式
会
社
登
喜
和
製
作
所（
小
幡
）

（
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
）

໐
有
限
会
社
中
野
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

　
（
善
慶
寺
）

（
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
）

໐
株
式
会
社
ア
ス
カ（
高
崎
市
）

（
ア
ス
カ
教
育
基
金
へ
寄
付
）　

໐
加
藤
秀
明 

さ
ん（
善
慶
寺
）

（
ア
ス
カ
教
育
基
金
へ
寄
付
）

໐
田
村
昌
徳 

さ
ん（
善
慶
寺
）

（
献
血
65
回
）

໐
木
暮
英
俊 

さ
ん（
善
慶
寺
）

（
献
血
57
回
）

໐
髙
橋　

勝 

さ
ん（
福
島
）

（
献
血
53
回
）

໐
せ
せ
ら
ぎ
お
は
な
し
隊（
小
幡
）

（
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
16
年

11
月
）

໐
久
保
幹
子 
さ
ん（
福
島
）

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
14
年
）

໐
赤
尾
洋
子 

さ
ん（
福
島
）

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
11
年
２
月
）

໐
佐
俣
米
子 

さ
ん（
白
倉
）

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
11
年
２
月
）

໐
新
井
ユ
リ
子 

さ
ん（
福
島
）

（
入
浴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
年
９
月
）

໐
金
田
ふ
さ
江 

さ
ん（
小
川
）

（
入
浴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
13
年
）

໐ 

公
益
財
団
法
人

　

甘
楽
町
国
際
交
流
振
興
協
会

໐
群
馬
サ
フ
ァ
リ
ワ
ー
ル
ド
株
式
会
社

໐
甘
楽
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟　

໐  

東
京
都
北
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

໐
甘
楽
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

໐ 

東
京
都
北
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

໐
甘
楽
町
サ
ッ
カ
ー
協
会

໐ 

一
般
社
団
法
人

　

東
京
都
北
区
サ
ッ
カ
ー
協
会

໐ 

甘
楽
サ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

໐ 

北
フ
ー
プ
・
ス
テ
ア
ズ　

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

໐ 

株
式
会
社
ヨ
コ
オ
デ
イ
リ
ー
フ
ー
ズ

໐
聖
徳
銘
醸
株
式
会
社

໐ 

有
限
会
社
中
里
春
風

໐
さ
く
ら
マ
ザ
ー
ズ

໐
か
ぶ
ら
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

໐ 

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

໐
さ
く
ら
コ
ー
ラ
ス

໐
コ
ー
ル
オ
リ
ー
ブ

໐ 

一
般
財
団
法
人

　

甘
楽
町
都
市
農
村
交
流
協
会

໐
甘
楽
町
観
光
案
内
の
会

໐
株
式
会
社
マ
ン
ナ
ン
ラ
イ
フ　

໐
甘
楽
日
曜
朝
市
会

໐
楽
山
園
友
の
会　

໐
か
ん
ら
太
鼓　

楽
鼓

໐ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　

自
然
塾
寺
子
屋

໐
浅
香
澄
子 

さ
ん（
福
島
）

໐
山
田
良
作 

さ
ん（
白
倉
）

໐
小
柏
光
子 

さ
ん（
天
引
）

໐
中
野
澄
江 

さ
ん（
富
岡
市
）

໐
山
口
礼
子 

さ
ん（
富
岡
市
）

໐
武
藤
法
子 

さ
ん（
高
崎
市
）

（
南
京
玉
す
だ
れ
芸
友
会
13
年
）

໐
ジ
ャ
ー
コ
モ
・
ク
チ
ー
ニ 

さ
ん

　
（
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
）

໐ 

リ
ー
ド
・
オ
ル
シ 

さ
ん

　
（
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
）

໐ 
稲
葉
美
代
子 

さ
ん

　
（
イ
タ
リ
ア
・
チ
ェ
ル
タ
ル
ド
市
）

໐ 
王  
長
文 

さ
ん

　

(

中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
市
）

໐
富
岡
古
男 
さ
ん（
善
慶
寺
）

60
周
年
記
念
特
別
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ん

　

町
制
施
行
60
周
年
に
あ
た
り
、

町
の
振
興
、
文
化
の
向
上
、
公
共

福
祉
の
増
進
、
そ
の
他
町
の
発
展

の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま

た
は
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

✿ 

善
行
功
労
表
彰

 町発足60周年記念事業
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スタート
カウントダウン

カウントダウン

甘楽町キャラクター
かんらちゃん

さくらコーラスのみなさん

福島クラブ男
子バレーボー

ルのみなさん

甘楽町ソフトテ
ニスクラブのみ

なさん

県内最高齢（112歳）山田けささん

甘楽町ジュニアソフトテニスクラブのみなさん

甘楽町議会議員のみなさん

福島幼稚園のみなさん

「田んぼアー
ト」参加者の

みなさん

甘楽町食生活改善推進協議会のみなさん

小幡少女バレーのみなさん

小幡幼稚園のみなさん

甘楽中学校ハンドボール部のみなさん消防団員（第一分団第一部）のみなさん

還暦野球甘楽クラブのみなさん

記念式典の60日前から町ホームページに
住民参加型のカウントダウンコーナーを
設け、個人・団体などで撮影したカウン
トダウン写真を掲載しました。

町政の動き
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町発足60周年記念式典までの 60日  

大手門ボランティアの会のみなさん

甘楽町区長会のみなさん

甘楽町フォークダンス茶々Ⅲのみなさん写友かんらのみなさん消防団員による人文字

かんら保育園のみなさん

社会福祉法人かんら会 シルク職員のみなさん

社社
甘楽剣道会のみなさん

天引長寿会グラウンドゴルフ部のみなさん 甘楽町フォークダン
ス茶々Ⅱのみなさん

「甘楽で自分だけのお酒造り」参加者のみなさん

ローズブーケのみなさん

マヒプアフラグループ　マハ
ナワヒネのみなさん

Enjoy Club のみなさん
24区ホタル観賞会参加者のみなさん

 町発足60周年記念事業
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下平夏祭り「子
ども神輿」のみ

なさん新屋幼稚園のみなさん

人間国宝・甘楽町名誉町民　須田賢司さん元気アップ塾　運動機能向上コー
ス参加者のみなさん

新屋イーグルスのみなさん平成 31年度　甘楽中学校生徒会本部（平成最後）のみなさん

第 9次ハルビン市訪問
甘楽町中学生国際交流研修団のみなさん

群馬ジュニアハンドボールクラブのみなさん
きらの会 ･初音会のみなさん

あすなろジュニアのみなさん 甘楽町農業委員会のみなさん 甘楽町弓道愛好
会のみなさん

JOINUS Jr.FC のみなさん

60日カウントダウン

小幡クラブの
みなさん

甘楽町民生委員児童委員協議会のみなさん

ウンンンン
町政の動き
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 町発足60周年記念事業

K ☆ONE　VBCのみなさん

新屋少女バレーのみなさん

福島ガッツのみなさん
小幡小学校 6年生の

みなさん町三役（左から森平副町長 ･茂原町長・近藤教育長）とかんらちゃん

TWENTYのみなさん

コールオリーブのみなさん甘楽町教育委員
のみなさん消防団本部のみなさん

来夢来人のみなさん甘公書道愛好会のみ
なさん甘楽町フォークダンス茶々Ⅰのみなさん

福島クラブのみなさん

甘楽中学校 PTA役員のみなさん

ご協力ありがとうございました
カウントダウン写真と記念式典で上映した映像は、
町ホームページの「甘楽町発足 60 周年記念式典
カウントダウン」に掲載しています。ぜひご覧ください。

小幡ロイヤルのみなさん

 町発足60周年記念事業
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群
馬
県
功
労
者
表
彰
式
が
10
月

28
日
、
群
馬
会
館（
前
橋
市
）で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

保
健
、
商
工
な
ど
18
分
野
33
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、茂
原
荘
一
さ
ん（
町

長
・
小
幡
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

茂
原
町
長
は
、
２
０
０
４
年
に

町
長
に
初
当
選
し
、
以
降
４
期
15

年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

茂
原
町
長（
右
）と
美
代
子
夫
人

茂
原
町
長
が

県
功
労
者
表
彰
受
賞

　

町
発
足
60
周
年
を
記
念
し
て
、「
木
工

藝  

人
間
国
宝  
須
田
賢
司
の
仕
事
」が

11
月
4
日
か
ら
17
日
ま
で
長
岡
今
朝
吉

記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）で
名
誉
町
民
の
須
田
賢
司

さ
ん（
小
幡
）の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。「
御
蔵
島
桑
と
シ
カ
モ
ア

の
小
箪
笥『
桑
の
道
』」を
は
じ
め
と
し

た
須
田
さ
ん
の
作
品
12
点
と
師
で
あ
る

父（
須
田
桑
翠
・
木
工
藝
）・
外
祖
父（
山

口
春
哉
・
漆
藝
）の
作
品
が
展
示
さ
れ
、

制
作
用
具
な
ど
も
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
々
受
け
継
が
れ
、
須
田
さ

ん
が
所
蔵
す
る
幕
末
・
明
治
の
蒔
絵
師
、

柴
田
是
眞
の
木
版
画「
花
く
ら
べ
」が
一

堂
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
に
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
、
来
館
者
約
50
人
が
作
品
づ
く

り
に
か
け
る
須
田
さ
ん
の
世
界
観
と
木

工
藝
の
技
法
や
そ
の
表
現
に
つ
い
て
学

び
、
伝
統
工
芸
、
重
要
無
形
文
化
財
へ

の
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

11月４日

須田さん

オープニングセレモニーでテープカットを行う関係者

展
覧
会

「
木
工
藝  

人
間
国
宝  

須
田
賢
司
の
仕
事
」柴田是眞「花くらべ」展示室での

ギャラリートーク 作品の前で解説する須田さん（右）

町政の動き
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「
未
来
に
残
す
花
街
道
記
念
植
樹
」が

甘
楽
ふ
れ
あ
い
の
丘
甘
楽
中
学
校
西
側

緑
地
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

将
来
世
代
に
花
の
名
所
を
残
す
た
め
、

町
発
足
60
周
年
と
天
皇
陛
下
の
御
即
位

を
記
念
し
て
、
町
内
３
小
学
校
の
緑
の

少
年
団
、
甘
楽
中
学
校
生
徒
会
、
町
生

涯
学
習
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
な
ど
約

80
人
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
後
継
新
種
で

あ
る
ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
14
本
の
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、５
区
、６
区
、７
区
、９
区
、23

区
で
も
植
樹

し
、
合
計
29

本
の
桜
を
未

来
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

11月10日 未来に残す
花街道記念植樹

　町民の皆さんにニカラグア共和国をより知っていただ
くため、11月３日の産業文化祭で、ニカラグアブースを
設置しました。
　ロドリゴ・コロネル駐日特命全権大使や元ＪＩＣＡ青
年海外協力隊員などの協力によるコーヒーの試飲や民族
衣装の体験、折り鶴をニカラグア選手に届ける「千羽鶴
プロジェクト」などに、大勢の皆さんが参加しました。

　東京2020オリンピック・パラリンピック
の観戦チケット申し込みの受け付けも行い
ました。観戦チケットの申し込みは、今後
のホストタウン交流事業の会場でも行い、
2020年6月以降に抽選を実施して当選者を
発表します。

ニ
カ
ラ
グ
ア
特
産
の
コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る

ロ
ド
リ
ゴ
・
コ
ロ
ネ
ル
全
権
大
使
（
右
）

ニカラグアを応援しよう！ニカラグアを応援しよう！
　　　　～産業文化祭出展～　　　　～産業文化祭出展～

Kanra♥Nicaraguavol.５

Hola! NicaraguaHola! Nicaragua
オ ラ　　　　ニ カ ラ グ ア

折
り
紙
で
鶴
を
折
る
参
加
者
の
皆
さ
ん

↑ 桜の木が大きく育
ち、きれいな花が
咲くことを願い植
樹した皆さん
→ ８本のジンダイア
ケボノを植樹した
23区の皆さん

 町発足60周年記念事業
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10
月
の
台
風
19
号
に
よ
る
大
雨
や
暴

風
は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害
は
い
つ
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
慌
て
ず
に

行
動
す
る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
の
備

え
と
心
構
え
が
大
切
で
す
。
警
戒
レ
ベ

ル
で
お
知
ら
せ
す
る
災
害
の
危
険
度
や

と
る
べ
き
行
動（
広
報
か
ん
ら
７
月
号

に
掲
載
）を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、

防
災
情
報
な
ど
を
い
ち
早
く
取
得
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
、
安
全
安

心
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
防

災
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
防

災
・
災
害
情
報
」で
、
災
害
情
報
や
気

象
警
報
・
注
意
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
河
川
水
位
、
雨
量
な
ど
の
情
報
を

取
得
で
き
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
の
災
害
に
備
え
て
、

家
族
で
避
難
所
や
連
絡
方
法
な
ど
を
話

し
合
い
、
非
常
用
持
ち
出
し
品
な
ど
の

準
備
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災害に備えよう災害に備えよう
台風19号による大雨で増水した雄川（小幡・裏門橋付近）台風19号による大雨で増水した雄川（小幡・裏門橋付近） ■ 総務課庶務係　内線211■ 総務課庶務係　内線211

いざというときのためにいざというときのために

　町の火災防災・防犯・行政情報をいち
早く受信できます。
　現在2,636人が登録しています。登録
方法は右のＱＲコードに空メールをお送
りください。詳細は町ホームページ、町
民カレンダーをご覧ください。

甘楽町安全安心メール
登録してますか？登録してますか？

ＱＲコード

　町では、台風19号の影響による被害の復旧・復興
に向けて、ふるさと納税制度を活用した災害復興支援
金を募集しています。11月18日現在で、合計157件
2,134,000円の寄附をいただきました。
　支援金は、被災地域の復旧作業や町民の皆さんの生活
などの復興活動に活用させていただきます。

ふるさとづくり寄附金（災害復興支援金）

　●●●善意に深く感謝し、
　　　　　 広く皆さんにお知らせします●●●

日
ご
ろ
か
ら
備
え
と
心
構
え
を

町政の動き
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□ 飲料水（１人あたり１日３リットルを目安に)
□ 貯水した防災タンクなど
□  食品（ご飯（アルファ米など）、レトルト食品、
缶詰、調味料、スープ、味噌汁など）

□ 燃料（カセットコンロ、ガスボンベ、固形燃料）
□ 調理器具（なべ、やかんなど）
□ 簡易食器（割りばし、紙皿など）
□ 寝具（毛布、寝袋など）
□ 簡易トイレ
□ トイレットペーパー　など

□  乳幼児がいる家庭（ミルク、ほ乳瓶、離乳食、
スプーン、おむつ、洗浄綿、おんぶひも、バス
タオル、ベビー毛布、ガーゼ、ハンカチ、おも
ちゃなど）

□  お年寄りがいる家庭（おむつ、障害者手帳、補
助具の予備、常備薬など）

□  妊婦がいる家庭（生理用品、洗浄綿および新生
児用品、母子手帳など）

非常用持ち出し品・非常用備蓄品チェックリストチェックリスト

■■ 非常食・飲料水
アルファ米、レトルト食品、
乾パン、缶詰、アメ、
チョコレート、
ペットボトル
の水など

■ 携帯ラジオ
小型で薄いもの。予備の電池
も忘れずに！

■■ 懐中電灯
予備の電池、電球も忘れずに！

■■ ヘルメット・笛
有事の際の避難時にあると安心

■■  衣類
下着、上着、防寒着、手袋、
靴下、タオルなど

■■ 生活用品
ライター・マッチ、ろうそく、多機
能ナイフ、ティッシュ、ウェットテ
ィッシュ、軍手・革手袋、マスク、
ビニール袋、歯ブラシ、石けん、
生理用品、使い捨てカイロ、
アルミシート、筆記用具、雨具、
毛布、携帯電話用充電器など■■ 救急医薬品

消毒薬、ばんそうこう、解熱剤、
風邪薬、胃腸薬、目薬、三角巾、
常備薬、お薬手帳、
毛抜きなど

■■ 貴重品
預金通帳、印鑑、健康保険証、
免許証の写し、現金など

非常用非常用
備蓄品備蓄品

復旧までの
数日間に必要
な備蓄品を用
意しておきま
しょう。

そのほかのそのほかの
必需品必需品

非常用持ち出し品 いざというときにすぐに持ち出せるように、
日ごろから準備・点検しておきましょう。

各家庭に応
じた必要品を
そろえておき
ましょう。

品 非常品 非常

■ 携

い
日

（防災ずきん）

非常用
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町
と
高
崎
商
科
大
学
・
同
短
期
大
学

部（
渕
上
勇
次
郎
学
長
）は
11
月
8
日
、

役
場
で
包
括
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
と
大
学
が
抱
え
る
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
相
互
に
連
携
し
、
知

恵
を
出
し
合
い
、
補
完
し
合
う
こ
と
で

生
ま
れ
る
新
た
な
効
果
や
価
値
を
創
造

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
地

域
活
性
化
や
産
業
振
興
な
ど
の
た
め
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
町

を
知
り
、
地
域
を
知
り
、
人
を
知
っ
て

も
ら
う
契
機
と
し
、
人
材
育
成
や
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
も
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

茂原町長（左）と渕上学長

フリーダイヤル

vol.127

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ

　夜間や早朝、山間部など人目につかないとこ
ろで、ごみの投棄を繰り返す、悪質な不法投棄
が発生しています。自分の土地に、大量のごみ
を捨てられないように、定期的に見回りをし
て、しっかり管理しましょう。

12月は廃棄物適正処理推進強化月間です

　不法投棄を見かけたら、早期発見・早期
撤去のため、通報をお願いします。
■問合せ先　 住民課環境係（内線269）または

産廃110番☎0120（81）5324・
西部環境森林事務所廃棄物係

　　　　　　☎027（323）5530まで
不法投棄の撲滅には

０１２０－８１－５３２４
（休日・夜間も受け付けています）

不法投棄に注意しましょう!!

不法投棄を
　　　しない

させない

ゆるさない

ハ イ ゴミツーホー

廃棄物110番は

包
括
連
携
協
力
協
定
を
締
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

■ 

企
画
課
企
画
調
整
係　

内
線
２
４
１ 

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　結婚50周年（金婚式）
を迎えたご夫婦に慶祝状
と記念品を贈呈しました。
おめでとうございました。

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

田　村 晃　一
惠美子 福　島

柴　山 佳　治
美　雪 小　幡

三　木 義　文
絹　江 金　井

令
和
元
年
九
月
七
日

令
和
元
年
九
月
七
日

慶祝状は額（左）と写真たて（右）
のいずれかを選べます

町政の動き
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陸
上
競
技
の
中
で
、
過
酷
で
奥
深

い
と
い
わ
れ
る
競
歩
。
第
74
回
国
民
体

育
大
会
（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体

２
０
１
９
）
の
陸
上
競
技
が
10
月
7
日

に
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で
開
か
れ
、

外
所
さ
ん
は
群
馬
県
代
表
と
し
て
成
年

女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩
に
出
場
し
、
22

分
29
秒
64
で
自
己
新
記
録
を
達
成
、
４

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。４
年
連
続
の
出
場
、

３
回
目
の
入
賞
と
な
っ
た
今
年
の
国
体

に
つ
い
て
、
外
所
さ
ん
は
「
２
年
ぶ
り

に
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
島
学
園
中
学
校
か
ら
陸
上
の
中
長

距
離
を
始
め
た
外
所
さ
ん
は
、
高
校
１

年
生
の
時
に
競
歩
を
本
格
的
に
開
始
。

大
学
に
進
学
し
て
か
ら
も
競
技
を
続
け
、

数
々
の
大
会
に
出
場
し
て
記
録
を
更
新

し
て
い
ま
す
。
今
年
９
月
に
岐
阜
県
岐

阜
市
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
イ
ン
カ

レ
（
日
本
学
生
陸
上
対
校
選
手
権
）
の

１
０
０
０
０
ｍ
で
も
３
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

10
月
に
母
校
・
福
島
小
学
校
で
の
教

育
実
習
を
無
事
に
終
え
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
っ
て
い
る
外
所
さ
ん
は
、

新
た
な
目
標
に
向
け
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

―
今
ま
で
の
競
技
の
中
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
？

　

高
校
３
年
の
時
の
「
い
わ
て
国
体
」

で
す
。
あ
こ
が
れ
の
先
輩
と
一
緒
に
表

彰
台
に
上
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

―
競
歩
の
魅
力
は
？

　

厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ム
が
美
し
い
人
を
見
る

と
、
き
れ
い
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

―
休
み
の
日
の
過
ご
し
方
は
？

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
、
ド
ラ
マ
を

見
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

―
好
き
な
食
べ
物
は
？

　

甘
い
物
が
好
き
な
の
で
、
自
分
の
頑

張
っ
た
ご
褒
美
に
し
て
い
ま
す
。
肉
と

ご
飯
は
力
が
つ
き
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
作
る
芋
が
ら
の
煮
物
や
き
ん
ぴ
ら

ご
ぼ
う
も
大
好
き
で
す
。

　

―
今
後
の
目
標
は
？

　

10
㎞
と
20
㎞
で
自
己
ベ
ス
ト
が
出
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。
12
月
に

も
記
録
会
が
あ
る
の
で
新
記
録
を
出
せ

る
よ
う
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

今

で 外
所
さ
ん
に

外
所
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

国体で４位入賞!!
成年女子5000ｍ競歩　自己新！
外所知紗さん（福島・同志社女子大学３年））

競技に集中し、ゴールを目指す外所さん

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

とどころ ちさ　20歳　
自己ベスト：5000ｍ競歩　22分29秒64
　　　　　  同10000ｍ　47分37秒39
　　　　　  同20000ｍ　１時間40分13秒　
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社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより社会福祉協議会だより

●甘楽町商工会チャリティーゴルフ大会
（横山孝明会長）　　　　　60,000円
● 第10回群信協健康友の会群馬県信用組合
支部チャリティーゴルフ大会
（新野正行理事長）　　　　50,000円

●六人会　　　　33,205円

一般寄付金

歳末たすけあい募金

善意の紹介

第157回

　甘楽町ボランティア連絡協議会および日赤奉仕団甘楽
町分区（新井良枝代表）は、11月３日の産業文化祭で
災害時非常用炊き出しコーナーを設けました。
　同コーナーでは、「米と水を１合ずつ専用の袋に入
れ、空気を抜き輪ゴムで止める体験」や「移動式炊飯器
で米を炊く（１回の目安…20分炊き、10分蒸らす）実
演」を行い、炊いた米にカレーをかけ、無料配布しまし
た。
　大勢の人が来場し、予定を上回る約700食を試食して
いただき大盛況でした。ご協力いただいたボランティア
および奉仕団の皆さん、大変ありがとうございました。

大盛況！炊き出し試食コーナー

　長寿の里・秋畑協議体（黛  哲夫代表）と秋畑地区生
涯学習推進協議会（飯塚順一会長）の共催による「第３
回長寿の里・秋畑ふれあいフェスティバル」が10月26
日、旧甘楽第三中学校体育館で開催されました。
　ステージではレクダンス、寸劇「貴金属詐欺に気を
つけろ！」、生命の貯蓄体操、童謡「ふるさと」の合唱
など、一緒に体を動かしたり歌ったり、秋畑クイズもあ
り、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

　フリータイムでは、地場産の農産物やマスのから揚げ、みそ
おでん、ホルモン揚げなどの販売のほか、食料品や衣料品の
移動販売、アクセサリーや布製品など手工芸品のフリーマーケ
ット。「コケ玉体験」や秋畑の水を使った「秋畑カフェ」、絵
画、写真、手芸品などの「展示ブース」もにぎわいました。

第３回長寿の里・
秋畑ふれあいフェスティバル

　『秋畑の良さを発信しよう！』と検討を重ね、広くＰＲ
を行い、秋畑地区内外から約120人の皆さんがご来場く
ださいました。
　また、会場周辺の土砂撤去や道路整備にご苦労いただ
いた地元区長・区長代理の皆さんに心よりお礼申し上げ
ます。

「ふるさと」を合唱する参加者の皆さん

秋畑のコケを使ったコケ玉体験

牛
木
会
長（
左
）に
寄
付
金
を

手
渡
す
群
馬
県
信
用
組
合
の

石
原
常
務
理
事

米
と
水
を
袋
に
入
れ
る
体
験

　これらの善意に深く感謝し、広く皆さん
にお知らせします。
　寄付金は、町民の福祉増進に使用させて
いただきます。
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　　　　　　10月３日(木）陸上競技場
　　　　　　21クラブ参加（230人）

　この大会は、軽スポーツを通して会員相互の交
流や親睦および健康増進を図るとともに、高齢者
の交通安全について、より一層の認識と事故防止
に努めることを目的に実施しています。

【交通安全講習】
　富岡警察署交通課の新井祐介係長より、県内お
よび富岡署管内の交通事故発生状況の報告があ
り、「今年度夜間の事故で高齢者５人が命を落と
した。そのうち反射材着用は０人、あまり目立つ
服装でなかった。夕方および夜間の外出は、必ず
反射材を着用すること。また、横断歩道を渡らず
に斜め横断することは絶対にしないでほしい」な
どの講話がありました。

10月16日(水）陸上競技場
43チーム参加（250人）

　上位成績は次のとおりです。 同打数の場合は、年
齢の高いチーム・個人を上位としました。（敬称略）
 【団体の部】　優　勝　　24区天寿会Ａ 　234打
　　　　　　　 準優勝　　轟長寿会Ａ　     239打
　　　　　　　 第３位　　15区福寿会Ａ　 239打
 【個人の部】   優　勝　　鶴田　清（天引） 32打
　　　　　　　 準優勝　　松浦雅己（上野） 33打
　　 　　　　　第３位　　松井靖雄（轟）　 33打

　
　　　　９月19日(木）南牧村総合運動場
　　　　　　　16チーム参加（100人）
　各町村予選会を勝ち抜いた選手が集ま
り、熱戦が繰り広げられました。
　上位成績は次のとおりです。
　　優　勝　笹森福寿会　　258打
　　準優勝　城南友愛会　　271打
※ 優勝した笹森福寿会は、10月31日（木）
前橋市北部運動場で開催された県大会に
出場しました。

　
11月７日(木）甘楽カントリークラブ

70人参加（敬称略）
　上位成績は次のとおりです。
　優　勝　大河原知弘（金井）
　準優勝　大工原春男（白倉）
　第３位　大塚貞勝（福島）

●第49回グラウンドゴルフ大会

●第31回交通安全スポーツ大会

●第９回愛好会ゴルフ大会

●郡老連第26回グラウンドゴルフ大会

クラブ対抗競技
　… 輪投げ、スマイルボウリング、玉引き競走
地区対抗競技
　… ボール送り、玉転がしゲーム、玉入れ

社会福祉協議会 74-5700

盛  大  に  開  催　　老  連  行  事

輪
投
げ

ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

優
勝
し
た
24
区
天
寿
会
Ａ
の
皆
さ
ん
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た
の
し
い
秋
、
み
ぃ
つ
け
た
！

ぼ
く
ら
の
遊
び
は
収
穫
い
っ
ぱ
い
！

福
島
幼
稚
園
の
取
り
組
み

福島幼稚園
園 長 中島好美
園 児 31人

　

総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
駐
車
場
か

ら
出
発
し
た
リ
ン
ゴ
狩
り
。
役
員
さ
ん

と
め
だ
か
広
場
の
親
子
も
一
緒
に
坂
道

を
登
っ
て
い
く
と
、
木
に
な
っ
て
い
る

た
く
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
を
見
つ
け
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

田
村
果
樹
園
の
人
か
ら
、
リ
ン
ゴ
の

お
尻
を
上
に
向
け
る
と
上
手
に
採
れ
る

と
聞
き
、
早
速
自
分
た
ち
で
お
い
し
そ

う
な
リ
ン
ゴ
を
見
つ
け
る
子
ど
も
た
ち
。

　

教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
採
れ
る

と
、
う
れ
し
そ
う
な
顔
で
友
だ
ち
や
先

生
に
知
ら
せ
、
満
足
そ
う
な
様
子
で
し

た
。
全
員
が
採
り
終
わ
る
と
ゴ
ザ
の
上

で
リ
ン
ゴ
を
丸
か
じ
り
。
一
個
は
食
べ

ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
気

が
付
く
と
ほ
と
ん
ど
食
べ
て
し
ま
い
驚

き
ま
し
た
。

　

帰
り
は
小
幡
幼
稚
園
ま
で
歩
き
、
給

食
を
一
緒
に
食
べ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し

て
楽
し
い
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

秋
に
な
る
と
、
園
庭
に
生
え
て
い
る

ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
ま
わ
り
に
は
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
す
。
年
中
組
の
お
兄
さ

ん
に
「
こ
っ
ち
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
！
」

と
教
え
て
も
ら
う
と
、
早
速
ひ
よ
こ
組

の
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
集
め
が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
集
め
る
こ
と
に
夢
中
に
な
り
、

ま
だ
青
い
実
も
採
っ
て
い
ま
し
た
が
、

お
姉
さ
ん
た
ち
の
「
青
い
の
は
ま
だ
子

ど
も
だ
よ
。」
の
言
葉
に
、
茶
色
く
な
っ

た
実
を
上
手
に
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
が
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
で
一
杯
に
な

る
と
、
あ
れ
こ

れ
知
恵
を
絞
り

だ
し
、
お
い
し

い
ご
ち
そ
う
や

素
敵
な
楽
器
に

姿
を
変
え
ま
し

た
。
ジ
ュ
ズ
ダ

マ
レ
ス
ト
ラ
ン

を
開
店
し
「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
。
何
に
し
ま
す
か
？
」「
ど
う
ぞ
食
べ

て
く
だ
さ
い
。」
と
や
り
取
り
を
楽
し
ん

だ
り
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
の
マ
ラ
カ
ス
を
鳴

ら
し
な
が
ら
、
ご
機
嫌
で
歌
を
歌
っ
た

り
し
て
秋
を

楽
し
み
ま
し

た
。
来
年
の

秋
は
、
新
し

い
ひ
よ
こ
組

さ
ん
に
優
し

く
教
え
て
い

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

→
開
店
準
備
に
大
忙
し
！

リ
ン
ゴ
が
い
っ
ぱ
い
！

（
年
中
・
か
な
り
あ
組
の
様
子
）

福
島
幼
稚
園
、秋
の
お
楽
し
み
！

（
年
少
・
ひ
よ
こ
組
の
様
子
）

ようこそジュズダマレストランへ！

「
茶
色
い
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
…
茶
色

い
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
…
」

見て！おいしそうなリンゴ！

めだか広場のお友だちも一緒に♪
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『
エ
ル
マ
ー
の
ぼ
う
け
ん
』
の
読
み

聞
か
せ
か
ら
、
す
っ
か
り
エ
ル
マ
ー
に

夢
中
に
な
っ
た
つ
ば
め
組
。
想
像
の
世

界
が
広
が
り
、
な
ん
と
自
分
た
ち
も
冒

険
に
必
要
な
地
図
や
リ
ュ
ッ
ク
、
道
具

な
ど
を
作
っ
て
、
福
島
幼
稚
園
の
冒
険

に
出
発
し
ま
し
た
！

　

　

幸
運
な
こ
と
に
、
園
庭
に
は
ミ
カ
ン

の
木
が
あ
る
の
で
、
絵
本
に
出
て
く

る
「
み
か
ん
島
」
に
見
立
て
、
冒
険
す

る
中
で
の
腹
の
足
し
が
手
に
入
り
ま
し

た
。「
り
ゅ
う
を
助
け
よ
う
！
」
と
ダ

ン
ボ
ー
ル
で
り
ゅ
う
を
作
り
、
救
出
を

目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具
を
登
っ
た

り
渡
っ
た
り
回
っ
た
り
と
、
元
気
い
っ

ぱ
い
駆
け
回
り
ま
す
。

　

絵
本
の
お
話
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
い

遊
び
を
生
み
出
す
な
ん
て
素
敵
で
す

ね
！
「
明
日
は
ど
こ
行
く
？
ワ
ク
ワ
ク

す
る
ね
！
」
と
相
談
し
合
う
冒
険
者
た

ち
。
つ
ば
め
組
の
冒
険
は
ま
だ
ま
だ
続

き
ま
す
。

　

こ
の
春
、
令
和
の

ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
、

福
島
小
学
校
に
「
こ
と
ば
の
教
室
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
と
ば
に

つ
い
て
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
も
つ

町
内
の
小
学
生
が
、週
に
一
回
程
度
、

通
級
し
て
い
ま
す
。
担
当
と
の
個

別
指
導
が
中
心
で
、
明
瞭
な
発
音

や
豊
か
な
こ
と
ば

の
習
得
、
円
滑
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
の
ル
ー
ル
や
表

現
の
工
夫
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

と
向
き
合
い
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
く

の
び
の
び
と
生
活
で
き
る
よ
う
に

支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
と
ば
は
、
誰
も
が
毎
日
の
生

活
で
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
自
分
と
周
囲
の
人
々
を
つ

な
ぐ
心
の
架
け
橋
で
す
。

　
「
こ
と
ば
の
教
室
」
で
一
番
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
子
ど
も
に

と
っ
て
、
話
す
こ
と
が
楽
し
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
ち
ら
が

目
の
前
の
子
ど
も
の
こ
と
ば
を
敏

感
に
察
知
し
て
、
適
切
な
反
応
を

返
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ

た
り
と
し
な
や
か
に
、
子
ど
も
を

ま
る
ご
と
受
け
止
め
て
、
共
感
的

な
気
持
ち
で
十
分
に
話
を
き
く
こ

と
は
、
子
ど
も
の
心
に
安
心
感
と

信
頼
感
を
抱
か
せ

ま
す
。
相
手
に
自

分
の
こ
と
を
話
そ

う
と
す
る
気
持
ち

を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

や
さ
し
く
あ
た
た

か
い
ま
な
ざ
し
を

注
ぐ
こ
と
で
、
揺

る
ぎ
な
い
心
の
架
け
橋
が
築
か
れ
、

こ
と
ば
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

　

甘
楽
町
が
潤
い
あ
る
こ
と
ば
で

あ
ふ
れ
、
明
る
い
未
来
に
つ
な
が

る
心
の
架
け
橋
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
築
か
れ
る
よ
う
に
、「
こ
と
ば
の

教
室
」
で
で
き
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

楽
し
い
「
こ
と
ば
の
教
室
」教育相談室教育相談室

◆問合せ・相談申込◆問合せ・相談申込
学校教育係☎（74）3131学校教育係☎（74）3131
福島小言語指導教室福島小言語指導教室
☎090（2238）8704☎090（2238）8704

福島幼稚園名物
ミカン

さあ、冒険に出発だ！

みんなでりゅうを助けるぞ！

冒険には何が必要かな？

甘くておいしいミカンです♪

ワ
ク
ワ
ク
す
る
ね
！
絵
本
の
世
界

（
年
長
・
つ
ば
め
組
の
様
子
）
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連
覇
を
果
た
し
た
女
子
駅
伝
部

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

…町発足60周年記念事業

県駅伝競走大会　女子優勝！！男子５位入賞！
　第69回群馬県中学校駅
伝競走大会が11月９日、渋
川市総合公園陸上競技場お
よび周辺コース（男子６区間
16.7㎞、女子５区間11.01㎞）
で開かれました。
　地区大会を男女ともに
トップで通過し、県大会に
臨んだ甘楽中駅伝部は、女
子は１区から一度もトップを
譲らないレース運びで２年
連続２回目の優勝、男子は５
位入賞と素晴らしい成績を
残しました。

４
年
連
続
入
賞
の
男
子
駅
伝
部

　また、各区間では、女子の髙橋雛乃さん
（３年）が１位、今井彩香さん（３年）が３位、
男子の浅川  祥さん（３年）が３位に入賞し
ました。
　優勝した女子駅伝部は、関東大会（12月
１日、神奈川県横浜市）と全国大会（12月15
日、滋賀県野洲市）への出場を決めました。
練習の成果が実り、大舞台への切符を手に
した選手たちの活躍が期待されます。
　県大会に出場した選手は次のとおりで
す。（敬称略）

１区（3.16㎞）谷川航太（１年） ９分52秒（12）
２区（2.96㎞）三木陽太（１年） ９分22秒（12）
３区（2.96㎞）浅川　祥（３年） ９分06秒（３）
４区（2.96㎞）堀口怜桜（３年） ９分43秒（12）
５区（2.96㎞）茂木煌気（１年） ９分44秒（14）
６区（2.96㎞）茂木優斗（２年） ９分44秒（12）

女子駅伝部 

１区（3.16㎞）髙橋雛乃（３年）　10分31秒（１）
２区（1.88㎞）田中優里奈（３年） ６分25秒（５）
３区（1.88㎞）大類瑞季（３年） 　６分38秒（８）
４区（1.88㎞）今井彩香（３年） 　６分35秒（３）
５区（2.96㎞）落合優希奈（１年）10分47秒（８）

　　　　　　（区間、距離、氏名、学年、記録、区間順位）　　　　　　(区間、距離、氏名、学年、記録、区間順位）男子駅伝部 

輝く！甘楽中生の活躍
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　第35回東日本女子駅伝競走大会（９区間、42.195㎞）が11月10日、福島県福
島市の信夫ケ丘競技場を発着点として開かれました。
　髙橋雛乃さん（３年）は、群馬県代表として中学生区間の第４区（3.0km）を走
り、群馬県の６位入賞に貢献しました。
　２位でタスキを受け取った髙橋さんは、粘り強い走りで上位争いに果敢に
挑み、前日の県駅伝大会に続き、２日連続で好走を見せました。髙橋さんは
「あこがれの先輩からタスキを受け取り、緊張せずに走れて良かった。今後は
3,000mで自己ベストを更新して９分台が出せるように頑張りたいです」と話し
てくれました。

東日本女子駅伝で好走　髙橋さん

バレーボール県新人大会準優勝！！
　第43回群馬県中学校新人バレーボール大会
女子の部が10月27日、明和町立明和中学校体
育館で開かれました。地区大会で優勝した甘楽
中バレーボール部は、県内の強豪チームを相手
に勝ち進み、準優勝を果たしました。
　部長の三木芙華さん（２年）は「自分たちの
代になって初めての大会で、準優勝の成績が残
せて良かった。たくさんの課題が見えてきたので、
成果に変えられるようしっかりと練習に励みた
いです」と話してくれました。

　群馬県中学校新人大会第42回ハンドボール大会が10月
26日・11月２日に富岡市民体育館で開かれました。
　地区大会に続き、県大会でも熱戦を繰り広げた甘楽中ハン
ドボール部は、女子は優勝、男子は３位入賞を果たしました。

ハンドボール県新人大会
　 女子優勝！！男子３位入賞！

女子ハンドボール部

男子ハンドボール部

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　また、大会優秀選手には、男子から松井心翔さん
（２年）、女子からは小幡みなみさん（２年）、髙麗姫禾
さん（２年）、吉田萌亜さん（２年）、熊井戸美佑さん
（２年）が選ばれました。
　この大会で、女子ハンドボール部は３月25日か
ら富山県氷見市で行われる全国大会への出場を決め
ました。
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県民スポーツ大会で優勝　バレーボール女子
　第57回群馬県民スポーツ大会秋季大会バレー
ボール「郡の部女子」の試合が11月10日、ALSOK
ぐんま武道館大道場（前橋市）で開かれました。
　甘楽郡代表として出場した福島女子チーム（右
写真）は、３試合連続で戦い、優勝を果たしました。
　10年ぶりの優勝を勝ち取ったチームの主将・
高橋  梢さんは「久しぶりの優勝でうれしく思いま
す。チーム関係者皆さんに感謝しています。一時
は結婚や出産で選手がそろわず、勝てない時もあ
りましたが、令和元年の優勝なので連覇していけ
るよう頑張ります」と話していました。

文部科学大臣表彰受賞　福島クラブ男子バレーボール
　スポーツ庁の生涯スポーツ功労者および生涯スポー
ツ優良団体表彰式が10月11日、東京都千代田区の中
央合同庁舎で開かれました。これは、地域または職場
におけるスポーツの健全な普及と発展に貢献し、地域
のスポーツ振興に顕著な成果を上げた個人・団体を文
部科学大臣が表彰するものです。
　町からは、福島クラブ男子バレーボール（髙井英昭
代表・右写真）が団体表彰を受賞しました。同クラブは、
試合や行事へ積極的に参加し、バレーボールの振興と
交流に努め、大会運営も行うなど、競技の普及や競技
人口の増加に貢献しています。

２大会連続で関東大会出場!!  あすなろジュニア
　あすなろジュニア（池田多春監督・左写
真）は、10月27日に渋川市子持体育館で開
かれた県大会で県第３代表を勝ち取り、第
35回関東小学生バレーボール大会（11月
23・24日、栃木県宇都宮市）に出場しました。
　浅香杏優主将は「２大会連続で関東大会
に行けて良かったです。結果は残念でしたが、
応援してくださる皆さんへの感謝の気持ち
をもって戦ってきました。12月８日には全
国大会の予選を控えているので、必ず勝っ
て全国大会に行きたいと思います」と話し
ていました。

22広報かんら／2019.12.1



県大会で上位入賞！ジュニアソフトテニス
　第37回群馬県小学生ソフトテニス大会が10月27日、
前橋総合公園Gスポーツテニスコートで開かれ、甘楽町
ジュニアソフトテニスクラブ（外所淳也代表）の渡邊惺
矢さん（４年）が準優勝、小金澤春樹さん（５年）が３位、
大河原  兜さん・森平蓮心さん（６年）が３位、岩井陽
菜乃さん・佐野天音さん（６年）が３位に入賞しました。
　また、第８回県小学生シングルスソフトテニス大会が
11月17日、サン・スポーツランドテニスコート（太田市）
で開かれ、６年シングルス女子の部で佐野天音さんが優
勝、同男子の部で大河原  兜さんが準優勝しました。
　渡邊さん、小金澤さん、佐野さん、大河原さんは、第
19回全国小学生ソフトテニス大会（令和２年３月29～
31日、千葉県白子町）への出場を決めました。

入賞した選手の皆さん（前列左から　小金澤さん、渡邊さん、
森平さん、後列左から　岩井さん、佐野さん、大河原さん）

スポーツ推進委員功労者表彰受賞　田村さん
　第60回全国スポーツ推進委員研究協議会が11月14日、三
重県津市産業・スポーツセンター サオリーナで開かれました。
開会式に続いて、（公社）全国スポーツ推進委員連合の令和元年
度スポーツ推進委員功労者等の表彰式が行われ、町からは、
田村峰嗣さん（秋畑）がスポーツ推進委員功労者表彰を受賞し
ました。
　町スポーツ推進委員会の会長を務める田村さんは、長年に
わたりスポーツ推進委員として地域のスポーツ振興に尽力さ
れています。また、群馬県スポーツ推進委員協議会役員とし
ても活動し、その功績が認められました。

研
究
協
議
会
に
出
席
し
た
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
皆
さ
ん
と（
前
列
中
央
が
田
村
さ
ん
）

県文化奨励賞受賞　ふゆくさ短歌会
　群馬県の文化の振興・発展に顕著な功
績のあった個人と団体を表彰する群馬県
文化奨励賞の表彰式が11月18日、県庁昭
和庁舎正庁の間で開かれました。
　町からは、団体の部でふゆくさ短歌会
（清水佳子代表・14人・右写真）が受賞
しました。
　同会は、昭和34年に設立し、60年の長
きにわたり活動を続け、毎年短歌集を出
版するなど、地域の文化振興に寄与して
いる功績が認められました。
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町の魅力を理解する受講者の皆さん

ふるさとを愛する　かぶら文化講座
　４市町村（富岡市・下仁田町・南牧村・甘楽町）教育委
員会主催の「かぶら文化講座」（全５回）の第４回講座が10
月23日、町公民館で開かれました。
　（公財）甘楽町国際交流振興協会中国語講師の佐俣福艶
さん（福島）を講師に迎え、「異国に嫁いで、第２のふるさ
と甘楽町を愛してる」と題した講演が行われました。
　中国ハルビン市から甘楽町に嫁ぎ、
両市町の友好交流に尽力されている佐
俣さんが、子育てや介護などを通じて
感じた日本と中国の生活や文化の違い、
町の良さなどを話し、受講者124人は
熱心に耳を傾けました。 佐俣さん

農業発展と魅力ある農村に　農村生活アドバイザー
　群馬県農村生活アドバイザーの認定証書交付式お
よび群馬県名誉農村生活アドバイザーの称号記授与
式が11月15日、県庁正庁の間で開かれました。
　町からは、小池優子さん（上野）が農村生活アド
バイザーに認定され、松井金美さん（小川）に名誉
農村生活アドバイザーの称号が授与されました。こ
れは、農業経営、農村生活の向上に意欲的に取り組
んでいる女性農業者または地域振興に意欲的な農村
女性が認定されるもので、農業の発展と魅力ある農
村社会づくりに向け、地域の実践的なリーダーとし
て活躍が期待されます。 小池さん 松井さん

里山保全と炭焼き体験
　甘楽富岡木炭協会（丸澤  洋会長）、善友会（富岡清志会長）、
７区（善慶寺・秋本和夫区長）の共催による「炭焼き体験会
（炭焼き祭）」が10月20日、紅葉山（善慶寺）で開かれました。
これは、里山を守り、自然と環境を考え、住民間の触れ合
いの場を提供することを目的として開催されたものです。

草刈り

炭出し

　参加者40人が炭焼き窯からの炭出しや木炭を使
用したバーベキューで交流を図りました。
　また、同日、草刈り作業も行われ、名勝楽山園
の借景を構成し、もみじウォークのコースにもなっ
ている紅葉山の環境整備を図りました。
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色づいたまち並み楽しむ　もみじウォーク
　第６回甘楽もみじウォークが
11月17日、道の駅甘楽南の小幡
公園を発着点に開かれました。
　町内外から約500人が参加し、
基本コース（約８㎞）と初心者
コース（約５㎞）に分かれて、
もみじが映える紅葉山公園や甘
楽総合公園、城下町小幡の史跡
やまち並みを巡りました。
　小幡公園では、甘楽日曜朝市
会（結城  孝会長）による朝市
が行われ、コース途中では、温
かいなめこ汁や甘酒が振る舞わ
れました。
　ゴールでは、お楽しみ抽選も
あり、参加者は甘楽の秋の一日
を満喫しました。

みんなで楽しく健康づくり　健康祭開催
　第40回町健康祭＆食育フェスティバルが11月９日、
「笑って  こころも  からだも  ハッピーに」をテーマに、に
こにこ甘楽で開かれ、子どもから高齢者まで約550人が参
加しました。
　参加者は、血圧や骨量などの測定や歯科健診、転倒予防
のための体力測定、認知機能のチェックなどで自分の健康
度を確認したり、ラフターヨガ体験や健康運動指導士によ
る足裏ほぐし体操などで体を動かし、健康増進への意識を
高めました。

大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
試
食
サ
ー
ビ
ス

　また、子どもたちは、さくらマザーズによる『プチ☆
「弁当の日」』で親子で弁当作りに挑戦したり、食育つり
ゲームなどで楽しく学びました。
　今回は、群馬県献血推進連盟の大学生ボランティアに
よる献血のＰＲ動画を使った講話やバルーンアートの協
力がありました。また、試食サービスでは、ロールキャ
ベツとリンゴのケーキを味わってもらい、群馬ヤクルト
販売（株）の協賛品も配布されました。

も
み
じ
の
名
所
「
紅
葉
山
」
を
歩
く
参
加
者

なめこ汁のサービス（甘楽ふるさと館前）新鮮野菜などを販売した朝市
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今
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被
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そ
の
家
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安
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よ
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縮
期
血
圧
が
１
５
０
以
上

ま
た
は
拡
張
期
血
圧
が
85
以
上

❷ 

中
性
脂
肪
が
１
５
０
以
上
ま

た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
40
未
満

❸  

空
腹
時
血
糖
１
１
０
以
上

　

い
ず
れ
か
１
項
目
当
て
は
ま

る
と
「
メ
タ
ボ
予
備
軍
」
で
、

２
項
目
以
上
当
て
は
ま
る
と
、

「
メ
タ
ボ
」
に
該
当
し
ま
す
。

  

 

メ
タ
ボ
は
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　

内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る
と
、

脂
肪
細
胞
か
ら
糖
尿
病
や
高
血

圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
を
引

き
起
こ
す
悪
い
物
質
が
分
泌
さ

れ
、
放
置
し
て
お
く
と
、
動
脈

硬
化
が
進
行
し
、
脳
卒
中
や
心

臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
へ

と
進
行
し
ま
す
。

 

メ
タ
ボ
の
予
防
・
改
善
に
は

◉ 

食
事
は
腹
八
分
目
を
目
安
に
、

早
食
い
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。ま
た
、

就
寝
の
２
時
間
以
上
前
に
食

べ
終
わ
る
こ
と
が
理
想
的
で

す
。

◉ 

間
食
（
特
に
お
菓
子
）
の
と

り
過
ぎ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
過

剰
に
な
る
上
に
、
脂
質
や
糖

質
の
と
り
過
ぎ
に
も
つ
な
が

る
た
め
注
意
す
る
。

◉ 

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ

え
、
塩
分
控
え
め
で
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
と
る
よ
う

に
心
掛
け
る
。

◉ 

外
出
時
は
で
き
る
だ
け
歩
く

な
ど
、
今
よ
り
10
分
多
く
身

体
を
動
か
す
習
慣
を
つ
け

る
。

◉ 

喫
煙
は
動
脈
硬
化
を
引
き
起

こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
、
禁

煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

◉ 

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
食

生
活
や
体
調
が
乱
れ
や
す
い

た
め
、
自
分
に
と
っ
て
最
良

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
を
見
つ

け
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
、
ク

リ
ス
マ
ス
や
忘
年
会
な
ど
で
つ

い
食
べ
過
ぎ
た
り
飲
み
す
ぎ
た

り
し
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ

今
回
の
話
を
思

い
出
し
て
、
暴

飲
暴
食
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

 

ご
利
用
く
だ
さ
い 
健
康
相
談

　

に
こ
に
こ
甘
楽
で
は
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も
受
け

ら
れ
る
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
問
合
せ
の
上
、
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

犯
罪
被
害
者

　
　
　

支
援
制
度

↑群馬県警察HP
　QRコード

健康祭での血圧測定
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　【12月の休館日】
　２日（月）、９日（月）、16日（月）、23日（月）
　【年末年始の休館日】
　12月29日（日）～１月３日（金）
　【開館時間変更】
　期間　12月28日（土）、１月４日（土）～５日（日）
　開館時間　午前９時～午後５時

NEW▶▶▶ 図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
（70）4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶よみきかせクリスマスおたのしみ会

［　お誕生おめでとう　］
氏　名 保護者 区 大　字

戸塚　丈
たける

尊 博　之 ７ 善慶寺

三輪 陽
よ

志
し

枝
え

健　志 18 福　島

大野　　晟
じょう

裕 21 白　倉

髙階 あかり 幸　太 26 金　井

◎お名前は常用漢字・現代かなを使用させていただきます。
◎戸籍の欄に掲載を希望されない人は届出の際に窓口にお申し出ください。

10月16日～
11月15日届出

（敬称略）

世
帯

5,095
(+31)

人
口
13,172
(+33)

男 6,543
(+29)

女 6,629
(+4)

10月31日現在
（前月末比）

▶お知らせ

［　お悔やみ申し上げます　］
氏　名 年齢 届出人 区 大　字

飯塚　德翁 73 渉 10 秋　畑

生井 みつ代 81 敦　生 15 福　島

高橋 とき江 92 文　男 17 福　島

山﨑　都夫 77 正　博 18 福　島

大里　弘子 67 幸　正 20-1 福　島

髙見　禮子 90 森平政子 25 天　引

中里　　操 73 真由美 27 造　石

「火花」「劇場」につぐ、
第３弾小説 大ベストセラーの続刊

科学技術立国「崩壊」
の衝撃

いよいよ、サンタさん
出番ですよ！

イシシとノシシのスッポコ
ペッポコへんてこ話

卵・牛乳・バターを使わな
いのに、驚くほどおいしい

▶新年企画！本の福袋
　日時　令和２年１月４日（土）午前９時～
　内容　絵本・大人　合計50セット
　　　　（無くなり次第終了）
　※ 本は期限（２週間以内）までに返却してくだ

さい。プレゼントではありません。

　読み聞かせグループ「甘楽町読み聞かせの会」の
皆さんによるお楽しみ会です。
　日時　12月21日（土）午後２時～（１時間半程度）
　場所　ら・ら・かんら２階　研修室
　内容　・キルトシアター「葉っぱのフレディ」
　　　　・工作「紙コップでどうぶつをつくろう！」
　　　　そのほか紙芝居、絵本もあります。

人
間

又
吉 

直
樹 

著
／
毎
日
新

聞
出
版

ツ
ナ
グ　

想
い
人
の
心
得

辻
村 

深
月 

著
／
新
潮
社

誰
が
科
学
を
殺
す
の
か

毎
日
新
聞
「
幻
の
科
学
技

術
立
国
」
取
材
班 

著
／
毎

日
新
聞
出
版

し
ぜ
ん
な
お
か
し

今
井 

よ
う
こ 

著
／
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版

く
い
し
ん
ぼ
う
の
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス

中
川 

ひ
ろ
た
か 

作
・
中
川 

貴
雄 

絵
／
教
育
画
劇

百も
も
も
も
た
ろ
う

桃
太
郎

原 

京
子 

文
・
原 

ゆ
た
か 

絵
／
ポ
プ
ラ
社No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image

「お誕生欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています

「お悔やみ欄」は印刷版の広報かんらに
掲載しています
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広　告

産業文化祭
　町を挙げての産業と文化の祭典、産業文化祭が
ふれあいの丘で開催されました。秋晴れの空の下、
大勢の皆さんにお集まりいただき、にぎやかな一日
となりました。 笹森稲荷神社浦安の舞

ニカラグアブース
（関連記事は11ページ）

クラシックカー
フェスティバル

文化部門の作品展示

広広 告広 告
農産物販売コーナー

ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

町発足60周年記念事業町発足60周年記念事業

11月３日
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